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　　　　　　　　　緒　　言

　頭蓋 内海綿状血 管腫 は胎生 期の th1管網 の遺残 ，

又 は発 生異常 に よ り生 じた血 管奇形 と い わ れ て い

る
1）
．近年 MRI の 普及 に よ りそ の 診断 は比較 的容

易 に な っ て い るが妊娠 との 合併例 は稀で あ る．今

回われ われは ， 38歳 の 2 回経産婦で妊娠中に 頭蓋

内海綿状 血管腫 を合併 した 1例 を経験 した の で報

告す る．

　　　　　　　　　症　　例

　症例 ： R．A ．， 38歳 ， 女性．

　家族歴 ：祖父 （父方）；肝臓癌 ， 父 ；胃癌．

　既 往歴 ： 8歳 ；鼠径 ヘ ル ニ ア に て 手術．10歳 〜 ；

喘息 に て現在 も服薬 中．33歳 ；胆石 に て 胆嚢摘出

術．

　月経歴 ：初経 12歳 ， 周期30日型 t 整．最終月経 ；

平成 8 年 2 月28 日 〜 3 月 5 日，

　妊娠分娩歴 ： 2 回経妊 2 回経産．平成 4年 1月

16日女 児 ， 平成 6年 4 月 29日男児．

　現 病歴 ：平成 8年 4 月中旬頃 よ り右手 で字 が 書

き づ ら くな っ た が 日常生活 に支 障は なか っ た． 4

月30日．続発性無月経の た め ， 当科を受診 し ， 妊

娠 9週 と診断 された ． 7月 （妊娠 20週 ）頃よ り右手

握力 ， 視力の 低下 を訴 え ， 当院神経内科を受診 し

た が 原因の 確定 に は 至 らな か っ た ．そ の 後症状 は

進行性 に 増悪 し，10月 （妊娠31〜33週）頃 に は右片

麻痺 ， 同名性右下 4 分の 1盲 ， 搆音障害を来した ．

10月21日 （妊娠 34週 2 日）．MRI を施 行 し， 左側頭

葉鉤 部か ら大 脳 脚 に か け て ，上 方 は 視 床 に 及 ぶ

T1
，
　 T2 強調画像 と も に 高信号 を示 す2　x 　2× 3cm

の 病変 を認 め た （図 1 ）．亜 急性期の 血腫 と診断 し，

当科入院 とな っ た．

　入院 ， 分娩経過 ：入院後 ， 臥床 ， 安静 ， グ リセ

オール の 点滴 な ど保存 的治療 を行 い
， 症状の 増悪

はな か っ た． ll月ll日 （妊娠 37週 2 日）， 選択的帝

王切 開術 を施行 し ， 2，920g，　Apgar　score 　8点 （1

分後）， 9点（5分後〉の 女児 を娩出 した．術 後の経

過は 良好 で分娩後11日 目に神経 内科 に転科 した．

　転科後経過 ：11月26日 （分娩後 15日目）に 左総頸

動脈造影 （図 2 ）を施行 した．動脈相 ， 静脈相 と も

に明 らか な血管性病変 の所見 は なか っ た．12月 9

日（分娩後 28 日目），
MRI （図 3）にて左大脳脚部 に

2× 1．5cm 大の Tl，T2強調画像 とも に 低信号強度

の辺 縁を伴 っ た 不均
一

な高信号病変 を認 めた ．以

上 よ り頭蓋内海綿状血管腫 と診断 し，分娩後 は保

存的治療の み で症状は軽快 し ， 分娩後 32日目に神

経内科 を退 院 と な っ た ．現在 ， 当院神経内科 に て

経過観 察中で あるが
， 軽度の 麻痺が 残 っ て い る の

み で ある．

　　　　　　　　 考 　 　察

　妊 娠 に 関連 す る 脳 出 血 の 頻 度 は 一般 的 に は
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図 1　 10月21日 （妊 娠34週 2 日）の MRI ．左側頭葉鉤部 か ら人脳脚 に か け て上方 は視床

　に 及ぶ T1，　 T2強調 画像 と もに 高信 号 を示 す2× 2× 3cエn の 病変 を認 め る．

図 2　 11月26口 （分娩後 15日 目〉の 左 総頸動脈造影．動脈相（左 ）， 静脈相 （右）と もに 明

　 らか な血管性病変 の 所見 は ない ．

図 il　 l2月 9 目 （分 娩 後 28目 目〉の MRI ．左 大 脳 脚部 に 2× L5cm 大 の Tl ，　T2 強 調 画 像

　 とも に 低 信 号 強 度の 辺 縁 を伴 っ た 不 均
一

な高信 号 病変 を認 め る．

10，000妊娠に対 し ほ ぼ 1例以
一
ドの 頻度 と考 え られ

て い る
Z｝．そ の 原因疾患 は脳動脈瘤，動静脈奇形

（AVM ）が 大 多数 を 占め て お り妊 娠中に 合併す る

海綿状血管腫破裂 の 頻 度 は極 め て 低 い と 思わ れ
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る．海綿状血管腫症例が妊娠後 期に 中枢神経症状

が悪化 した との 報告例が あ り ， そ の 原 因 と し て 妊

娠 に よ る静脈圧 の 上 昇 ，
エ ス トm ゲ ン の 内皮細胞

へ の作用 ， 循環血液 量 の 増加な どが 挙 げ られて い

る
3ト 6＞

。

　頭蓋内海綿状 血管腫の 症状は脳出血 ， 痙 攣 ， 頭

痛，神経脱落症状な どが あ るが ， 無症状の こ とも

多 い ，今同経験 した症例で は ， 左 側頭葉鉤部 か ら

上方 に伸展 し大脳脚 お よ び視床を圧迫す る血腫 を

認め た ，前 2 回 の 妊娠 中 に は特に 異常は お こ らな

か っ た が，今回の妊娠 で は ， 妊娠初期 か ら字が 書

きづ ら い と い っ た症状 が あ り ， その後握力低下，

視力低
一
ドを認 め ， 妊娠後期 に な っ て急 激に 増悪 し

た．頭蓋内海綿状血 管腫の MRI 所見 は特微的で ，

中心 が網状の 混 合信号域 を示 し， ヘ モ ジ デ リ ン に

よ る低信号の 辺縁 を伴 う
4）’）s｝．脳血管造影 で は流

入血管が 小 さ く ， 血 管奇形内の 循環が 遅 い こ と ，

血管奇形 内に 血栓 が存在す る こ とな ど に よ り ， 異

常血管病変 が造影 され な い こ と も
一

つ の 特徴で あ

る
1）．本症例 は中枢神経症 状の 推移 よ り ， 妊娠 初期

に 海綿状血管腫 が増大 し妊娠後期 に そ の 破裂 を来

し た も の と考 え ら れ た ．分娩後急速 に 症状 が 改善

した こ とは妊娠 中 と逆 の 機序 に よる もの と考え ら

れ る．

　脳 内血管病変の 存在 が疑 われ る際に は，一一般的

に は 全身麻酔下 で 帝王 切 開術 が 行 わ れ る
9｝
．今回

の 症例 で は ， 陣痛分娩時の 出血 を避け る た め に 帝

王切 開術 を選択 した． また麻酔方法 とし て は症状

が落 ち着 い て い た こ と ， 高血圧 や血 圧 の 変動が な

か っ た こ と
，

そ し て 喘息を認め て い た こ とな ど か

ら硬膜 外麻酔 下で の 予定帝王切 開術 を選 択 した．

分娩後の 治療 と して 今回の症例で は特に行っ て は

い な い が ， 今後海綿状血 管腫 の増大 な らびに 症状

の 増悪 を認 め る よ うで あれ ば外科的治療 の 考慮 も

念頭 に おか な くて はな らな い と考 えて い る．

　最後 に ， 妊 娠中に海綿状血 管腫 の 症状 は 増悪 し，

分娩 と と もに軽快 した とす る報 告 が あ る こ とか

ら，妊 娠中の 診断 ， 治療方法 ， お よび分娩形式 な

ど に つ い て は今後 も検 討 される必要が ある，

　　　　　　　　　 ま と め

　妊娠 中に 頭蓋内海綿状血 管腫破裂 に よ る脳 出血

を合併 した 症例 を経験 した．そ の症状 は妊 娠初期

よ り徐々 に 増悪 し， 妊娠後期 にな り脳 出血 を生 じ ，

分娩 と と も に 軽快 した．妊娠 中の診断お よび経過

観察 に MRI 検査が有用 で あ っ た．また ， 保存的治

療 な らびに選択的帝王 切開術 に よ り， 母体の 症状

増悪 は な く生児 を得 る こ と に 成功 した．

　稿 を終 え る に 当た り， 御指導 を賜わ っ た 麻生飯塚病院神

経内科の 稲富雄
一
郎先生 ， 藤井直樹先生，な らび に脳 神経

外科 の 詠 田 眞 治先 生，松野 治雄 先 生 に 謝 意 を表 し ま す．
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